
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月のほけんだより 
令和7年10月1日発行 

なかのしまのぞみ保育園 

   

 美味しい食べ物や運動会、読書、ハロウィンなど楽しみの多い季節となりました。10月も後半には寒い日が増えてきます。 

体調に気をつけながら思いきり秋を楽しみましょう。 

9月の感染者報告はとびひ1名でした。 

１０月の園医健診 

10月22日（水）14時から 

対象：全園児 

 

 

 

 

 

 

 

ものもらいに気をつけましょう 

 
まぶたが赤くはれて、しこりができていたら、ものもら

い(麦粒腫)かもしれません。 

ものもらいは、まつげの根元に細菌が感染して起きるも

ので、抗生物質の点眼薬などで治療します。痛みがあり

ますが、手でこすったり、触ったりしないように注意し 

てください。 

 

 

目の日 

涙の役割 

ビタミンA→目の粘膜を強くする 
（にんじん・ほうれんそう・かぼちゃなどの緑黄色野菜） 

ビタミンB群→目の神経の働きを助ける 
（B1 豚肉・サバ・玄米・レンコン B2 レバー・納豆・卵・のり） 

ビタミンC→目の健康を保つ 
（柿・小松菜・ブロッコリー・じゃがいも・さつまいも・大根） 

涙には、様々な役割があり、瞬き

によって出てきます。 

◎目の表面（角膜）の乾燥を防ぎ、

傷の治りを早める 

◎細菌やアレルギー物質を洗い

流す 

◎目の表面に酸素や栄養を運ぶ 

10月10日は目の日です。目によいと

されている食べ物を紹介します。 

●目によい栄養ABC● 



【９月の幼児対象の健康教育】 

 テーマ「事故予防について」でした。 

手を扉に挟むとどうなるのか？頭を机の角にぶつけるとどうなるのか？ 

ということを粘土の模型を使用して実験。実際に目で見て確認してもらいました。 

子どもたちの反応は…痛そうやびっくり。 

怪我をしないためには周りを見てから扉をゆっくり閉める。 

お友だちや物にぶつからないようにするためにはお部屋や廊下では走らない。というお約束もしました。 

日頃から怪我や事故に気をつけて生活できるといいなと思います 

※以下の資料はお家のでの事故予防になりますので参考にしてみて下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもにとって安心して過ごせる家の中が、じ

つは事故の危険の高い場所だということをご存じ

でしょうか？ 0～6歳の子どもの事故の約40％

は、家の中で起こっています。 

 家の中で起こる事故はさまざまですが、特に命

にかかわるのが、窒息です。0歳児が圧倒的に多い

ものの、1歳児、2歳児でもゼロではありません。

家の中を安全・安心な場所にするために、もう一

度チェックしてください。 


